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【
研
究
ノ
ー
ト
】

中
国
の
山
と
宗
教
見
聞
記
（
そ
の
七
）

―
徐
霞
客
の
足
跡
を
訪
ね
る
：
広
西
南
部
・
雁
蕩
山
・
五
台
山
―

薄
井
　
俊
二

は
じ
め
に

　

二
○
○
五
年
よ
り
、
科
学
研
究
費
補
助
金
や
埼
玉
大
学
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
助
成
金
を
得
て
、
中
国
の
山
岳
を
見
て
歩
く
機
会
を
得
て
い
る
。

そ
の
折
の
概
要
と
見
聞
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
る
が
、
本
稿
は
そ
の
第
七

で
あ
る
（
１
）
。
近
年
は
、
明
代
の
地
理
学
者
徐
霞
客
の
探
訪
ル
ー
ト
を
中

心
に
訪
問
し
て
い
る
た
め
、
標
記
の
副
題
を
付
し
た
。
今
回
は
広
西
壮
族

自
治
区
南
部
の
都
嶠
山
・
勾
漏
洞
・
水
月
岩
・
左
江
石
林
、
浙
江
省
の
雁

蕩
山
、
山
西
省
の
五
台
山
に
つ
い
て
報
告
す
る
（
図
１
）
。

Ⅰ
．
広
西
南
部
初
訪
（
広
西
壮
族
自
治
区
再
訪
）

一
．
広
西
南
部
に
つ
い
て

　

（
一
）
位
置

　

都
嶠
山
は
玉
林
地
級
市
容
県
、
勾
漏
洞
は
同
北
流
県
、
水
月
岩
は
同
玉

州
区
に
、
左
江
石
林
は
崇
左
地
級
市
江
州
区
に
位
置
す
る
（
図
２
）
。
玉

林
地
級
市
は
東
に
広
東
省
に
接
し
て
お
り
、
海
に
注
ぐ
南
流
河
川
と
、
西

江
に
注
ぐ
北
流
河
川
と
の
分
水
嶺
を
な
す
。
崇
左
地
級
市
は
西
に
ベ
ト
ナ

ム
に
接
し
、
古
く
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
と
の
交
流
拠
点
で
あ
る
。
い
ま
で
も
「
友

誼
関
」
が
あ
り
、
交
流
交
通
が
盛
ん
で
あ
る
（
２
）
。
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
流
れ

て
く
る
崇
江
が
東
流
す
る
。

　

両
地
区
と
も
、
北
緯
二
二
度
五
分
か
ら
二
三
度
の
間
に
あ
り
、
台
湾
南

部
と
ほ
ぼ
同
じ
。
省
都
の
南
寧
も
こ
の
範
囲
。
気
候
も
ほ
ぼ
亜
熱
帯
。

　

（
二
）
概
要

　

都
嶠
山
は
容
県
城
の
南
一
○
㎞
に
あ
る
山
塊
。
南
北
に
岩
山
が
並
び
、

そ
の
間
の
谷
底
を
川
が
南
流
す
る
。
い
わ
ゆ
る
「
丹
霞
地
貌
」
で
、
牆
壁

の
よ
う
に
立
ち
並
ぶ
岩
山
に
は
、
横
様
に
洞
穴
が
裂
け
る
。
道
教
で
は
、

三
十
六
洞
天
の
第
二
十
で
、
唐
末
杜
光
庭
「
洞
天
福
地
嶽
瀆
名
山
記
」
で

は
「
都
嶠
山
、
太
上
宝
玄
上
天
、
八
十
里
、
在
容
州
」
と
あ
る
。
徐
霞
客
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の
訪
問
は
、
崇
禎
一
○
年
（
一
六
三
七
）
八
月
。
四
日
に
山
に
入
り
、
五

～
六
日
で
探
索
し
、
六
日
に
山
を
離
れ
て
い
る
。
粤
西
遊
日
記
二
。

　

勾
漏
洞
は
北
流
県
城
の
東
北
五
㎞
、
勾
漏
山
脈
の
南
麓
に
あ
る
。
岩
山

の
地
下
に
形
成
さ
れ
て
い
る
鍾
乳
洞
で
あ
る
。
元
々
は
複
数
の
小
洞
で

あ
っ
た
が
、
現
在
は
全
て
が
貫
通
し
て
い
る
。
観
光
洞
は
お
よ
そ
一
㎞
。

古
く
東
晋
の
葛
洪
が
丹
砂
を
も
と
め
、
煉
成
し
て
昇
仙
し
た
と
い
う
伝
説

が
あ
る
。
道
教
で
は
、
三
十
六
洞
天
の
第
二
十
二
で
、
「
洞
天
福
地
嶽
瀆

名
山
記
」
で
は
、
「
勾
漏
洞
、
玉
闕
宝
圭
洞
天
、
三
十
里
、
在
容
州
、
有

石
室
丹
井
」
と
あ
る
。
徐
霞
客
の
訪
問
は
、
都
嶠
山
訪
問
に
先
立
つ
、
八

月
一
日
。
灯
り
を
持
っ
て
入
洞
し
、
詳
細
な
観
察
記
録
を
残
し
て
い
る
。

翌
二
日
、
洞
内
の
碑
文
を
書
写
し
よ
う
と
す
る
が
、
役
人
が
視
察
に
来
て

し
ま
い
、
十
分
に
書
き
写
せ
な
か
っ
た
と
い
う
。
粤
西
遊
日
記
二
。

　

水
月
洞
は
玉
林
県
城
の
東
一
○
㎞
の
、
石
灰
岩
の
尖
っ
た
岩
山
が
展
開

す
る
カ
ル
ス
ト
地
形
の
中
に
あ
る
。
岩
山
を
貫
く
か
な
り
な
大
き
さ
の
貫

通
洞
で
、
閉
鎖
的
で
は
な
い
。
い
ま
で
も
か
な
り
な
水
量
の
河
が
流
れ
る
。

徐
霞
客
の
訪
問
は
、
勾
漏
洞
に
先
立
つ
七
月
二
八
日
。
粤
西
遊
日
記
二
。

同
書
で
「
前
後
有
門
、
一
望
通
明
」
と
描
写
し
て
い
る
。

　

崇
左
市
は
、
も
と
北
の
左
州
（
左
県
）
と
南
の
崇
善
県
で
あ
っ
た
が
、

一
九
五
一
年
に
合
併
。
市
政
府
が
あ
る
の
は
、
旧
崇
善
県
。
左
江
石
林
は
、

崇
左
石
景
園
と
も
よ
ば
れ
、
県
城
の
南
五
㎞
あ
ま
り
に
あ
る
。
近
年
開
発

さ
れ
た
も
の
で
、
様
々
な
石
峯
が
立
ち
並
び
、
波
打
つ
石
板
や
石
洞
が
奇

妙
な
景
勝
を
な
す
。
事
前
の
文
献
調
査
に
よ
れ
ば
、
崇
左
近
辺
に
は
、
徐

霞
客
が
訪
れ
た
洞
穴
や
、
近
年
発
見
さ
れ
た
洞
穴
の
存
在
が
記
さ
れ
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
現
地
で
分
か
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
す
べ
て
の
洞
穴
が
閉
鎖

さ
れ
て
お
り
、
探
索
不
可
で
あ
っ
た
。
徐
霞
客
の
訪
問
は
、
同
年
四
日
か

ら
十
八
日
。
左
江
北
岸
の
壺
関
を
拠
点
に
、
白
雲
岩
や
碧
雲
洞
を
探
索
し

て
る
。
粤
西
遊
日
記
三
。

二
．
見
聞
記

　

（
一
）
目
的

　

徐
霞
客
遊
記
に
お
い
て
、
広
西
の
日
記
は
、
雲
南
に
次
ぐ
長
さ
が
あ
る
。

特
に
カ
ル
ス
ト
地
形
に
つ
い
て
は
最
も
詳
細
で
あ
り
、
遊
記
の
特
色
の
ひ

と
つ
と
な
っ
て
い
る
。
広
西
全
部
を
ま
わ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
昨
年

度
訪
れ
た
「
桂
林
」
を
広
西
北
部
の
要
と
す
る
な
ら
ば
、
玉
林
と
崇
左
あ

た
り
は
広
西
南
部
の
要
と
い
え
る
。
そ
こ
で
こ
の
両
地
域
を
選
択
し
た
。

　

（
二
）
旅
程
（
単
独
行
）
：
二
○
一
五
年
八
月
一
八
日
～
二
二
日

一
日
目　

成
田
→
〔
飛
〕
→
北
京
→
〔
飛
〕
→
南
寧
（
南
寧
泊
）

二
日
目　

南
寧
→
〔
車
〕
→
玉
林
：
都
嶠
山
・
勾
漏
洞
探
訪
（
玉
林
泊
）

三
日
目　

玉
林
：
水
月
岩
→
〔
車
〕
→
崇
左
（
崇
左
泊
）

四
日
目　

崇
左
：
崇
左
石
林
・
文
羊
岩
→
〔
車
〕
→
南
寧
：
揚
美
古
鎮
（
南

寧
泊
）

五
日
目　

南
寧
→
〔
飛
〕
→
北
京
→
〔
飛
〕
→
成
田

　

（
三
）
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

　

広
西
南
部
は
、
か
つ
て
は
水
路
が
交
通
路
で
あ
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
か
ら

流
れ
込
む
左
江
は
東
流
し
て
崇
左
市
を
流
れ
、
南
寧
市
あ
た
り
で
邕
江
と

な
り
、
さ
ら
に
郁
江
と
名
を
変
え
る
。
北
の
桂
林
・
柳
州
か
ら
南
下
す
る

黔
江
を
受
け
入
れ
て
さ
ら
に
東
流
し
、
潯
江
と
な
り
、
広
東
に
入
っ
て
西

江
と
な
り
海
に
入
る
。
こ
う
し
た
河
川
が
人
と
物
の
流
通
経
路
で
あ
っ
た
。
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河
川
の
沿
岸
に
都
市
が
建
設
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
内
陸
部
は
少
数
民
族
が
優

位
な
土
地
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
同
じ
玉
林
で
も
、
都
嶠
山
や
勾
漏
洞
か

ら
の
北
流
河
は
北
流
し
て
潯
江
に
至
る
が
、
水
月
岩
あ
た
り
か
ら
の
南
流

江
は
、
ま
さ
に
南
流
し
て
海
に
至
る
。

　

今
回
は
、
航
空
機
で
、
北
京
経
由
で
南
寧
に
入
っ
た
。
「
南
寧
―
玉
林
」

間
、「
南
寧
―
崇
左
」
間
は
、
陸
路
を
車
で
移
動
し
た
が
、
右
記
の
水
路
と
、

ほ
ぼ
平
行
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
で
は
、
広
西
南
部
に
お
い
て
は
、

昔
の
ル
ー
ト
を
ほ
ぼ
た
ど
る
こ
と
が
出
来
た
と
言
え
る
。

　

（
四
）
見
聞
報
告

一
日
目
は
移
動
日
。
北
京
を
経
由
し
て
南
寧
へ
。
空
港
で
、
日
本
語
ガ
イ

ド
が
遅
れ
る
と
聞
く
。
運
転
手
の
案
内
で
ホ
テ
ル
へ
。
そ
の
後
ガ
イ
ド
と

合
流
し
、
翌
日
以
降
の
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
。
南
寧
飯
店
に
泊
。

二
日
目
は
南
寧
か
ら
東
へ
車
で
移
動
。
途
中
高
速
道
路
に
も
乗
り
、
約
三

時
間
で
容
県
。
昼
食
後
都
嶠
山
へ
（
写
真
１
）
。

　

森
林
公
園
な
ど
も
あ
わ
せ
て
４
Ａ
景
点
区
を
な
し
て
い
る
は
ず
だ
が
、

中
々
見
つ
か
ら
な
い
。
桂
林
か
ら
来
た
日
本
語
ガ
イ
ド
も
、
南
寧
の
運
転

手
も
、
は
じ
め
て
だ
と
言
う
。
中
国
き
っ
て
の
観
光
地
「
桂
林
」
や
、
近

年
話
題
と
な
っ
て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
国
境
に
近
い
「
徳
天
大
瀑
布
」
が
集
客

力
が
抜
群
で
、
省
外
か
ら
は
お
ろ
か
省
内
の
観
光
客
も
、
都
嶠
山
な
ど
へ

は
来
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

　

よ
う
や
く
辿
り
着
く
が
、
人
工
湖
の
洞
穴
め
ぐ
り
や
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
な

ど
軒
並
み
改
修
中
で
使
用
で
き
ず
。
し
か
し
、
巨
大
な
岩
山
が
立
ち
並
び
、

そ
の
間
の
Ｖ
字
谷
を
渓
流
が
流
れ
る
様
は
、
丹
霞
地
貌
特
有
の
雄
大
な
景

観
を
な
す
（
写
真
２
）
。
慶
寿
岩
に
穿
た
れ
た
洞
穴
に
は
、
は
め
込
む
よ

う
に
慶
寿
岩
禅
寺
や
五
百
羅
漢
堂
な
ど
が
建
て
ら
れ
て
お
り
（
写
真
３
）
、

自
然
と
人
事
が
融
合
し
た
景
観
を
形
成
す
る
。
向
か
い
の
山
肌
に
は
、
元

中
国
佛
教
協
会
会
長
趙
穆
初
（
一
九
○
七
～
二
○
○
○
）
が
揮
毫
し
た
、

高
さ
百
㍍
を
超
え
る
「
佛
」
の
字
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

　

次
い
で
勾
漏
洞
へ
。
カ
ル
ス
ト
地
形
の
尖
っ
た
岩
山
が
点
在
す
る
中
に

あ
る
（
写
真
４
）
。
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、
葛
洪
の
像
が
あ
る
。

　

入
洞
の
時
間
が
決
ま
っ
て
お
り
、
自
由
に
出
入
り
は
で
き
な
い
。
中
国

の
鍾
乳
洞
は
、
お
お
む
ね
公
園
化
さ
れ
、
一
定
の
時
間
ご
と
に
ガ
イ
ド
が

誘
導
し
て
入
洞
す
る
。
安
全
の
た
め
と
、
落
書
き
や
破
壊
を
防
止
す
る
た

め
で
あ
ろ
う
。

　

洞
内
は
、
鍾
乳
石
や
石
筍
等
の
二
次
生
成
物
が
多
く
で
き
て
い
る
。
極

彩
色
の
照
明
で
照
ら
さ
れ
て
い
る
の
は
（
写
真
５
）
、
中
国
独
特
の
洞
穴

景
観
で
あ
る
。
訪
問
者
の
文
人
が
残
し
た
碑
文
も
数
多
く
現
存
し
て
い
る
。

　

当
初
は
、
三
日
目
「
崇
左
へ
の
移
動
、
左
江
石
林
な
ど
の
訪
問
」
、
四

日
目
「
徳
天
大
瀑
布
訪
問
、
南
寧
へ
移
動
」
の
予
定
だ
っ
た
が
、
「
徳
天

大
瀑
布
」
が
大
変
混
雑
す
る
ら
し
い
こ
と
を
考
え
、
三
日
目
「
玉
林
の
水

月
岩
、
崇
左
へ
の
移
動
」
、
四
日
目
「
左
江
石
林
と
崇
左
周
辺
の
洞
穴
訪
問
、

南
寧
へ
の
移
動
、
揚
美
古
鎮
訪
問
」
へ
と
変
更
し
た
。
玉
林
市
の
嘉
和
国

際
酒
店
に
泊
。

三
日
目
は
、
先
ず
水
月
岩
。
カ
ー
ナ
ビ
に
も
登
録
が
無
く
、
中
々
見
つ
か

ら
な
い
。
地
元
の
人
に
聞
き
な
が
ら
さ
ん
ざ
ん
探
し
回
り
、
漸
く
辿
り
着

く
。
あ
た
り
は
雄
大
な
カ
ル
ス
ト
地
形
の
岩
山
が
展
開
し
、
そ
の
間
の
平

野
を
河
が
流
れ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
が
広
が
る
（
写
真
６
）
。
平
穏
な
農

村
風
景
の
中
に
、
石
灰
岩
切
り
出
し
場
や
セ
メ
ン
ト
加
工
工
場
が
ま
じ
る
。

小
川
を
溯
っ
た
行
き
止
ま
り
が
農
家
で
、
そ
の
奥
に
水
月
岩
が
あ
っ
た
。
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岩
と
名
す
る
が
、
岩
山
に
穿
た
れ
た
洞
穴
で
あ
る
。

　

洞
口
の
右
手
に
崩
落
に
よ
る
岩
穴
が
あ
り
、
そ
の
中
に
祠
が
造
ら
れ
て

い
る
（
天
井
は
岩
で
、
前
壁
の
み
煉
瓦
造
り
。
写
真
７
）
。
天
井
の
岩
に

は
「
水
月
岩
」
の
揮
毫
が
彫
ら
れ
て
お
り
、
「
明
嘉
靖
庚
申
（
一
五
六
○
）

郡
人
陳
懋
題
」
と
あ
る
。
他
に
も
、
う
っ
す
ら
と
漢
詩
ら
し
き
も
の
が
見

ら
れ
、
ロ
ー
カ
ル
レ
ベ
ル
で
あ
る
が
、
信
仰
の
対
象
と
し
て
大
切
に
さ
れ

て
い
た
名
所
で
あ
っ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。

　

祠
の
中
に
は
神
仙
ら
し
き
塑
造
の
座
像
が
並
ん
で
い
る
。
し
か
し
す
べ

て
首
が
打
ち
落
と
さ
れ
て
い
る
。
像
が
い
つ
の
作
で
、
い
つ
首
が
落
と
さ

れ
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
宗
教
的
な
像
の
断
首
は
、
多
く
は
文
化
大
革

命
の
時
代
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
後
首
無
し
の
ま
ま
だ
っ
た
こ

と
に
な
る
。
ま
た
龍
の
レ
リ
ー
フ
が
あ
し
ら
わ
れ
た
柱
が
立
つ
が
、
龍
の

口
に
豆
電
球
の
痕
跡
が
あ
り
、
近
年
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。
し
か
し
今
は
そ
の
仕
掛
け
も
壊
さ
れ
て
お
り
、
放
置
さ
れ
て
い
る
。

壁
は
落
書
き
だ
ら
け
で
、
狼
藉
の
限
り
で
あ
り
、
天
井
の
碑
刻
が
伝
え
る

名
所
と
し
て
の
雰
囲
気
と
は
大
い
に
隔
た
り
が
あ
る
（
３
）
。

　

洞
口
に
、
篆
書
体
で
「
西
天
洞
口
」
の
揮
毫
が
あ
る
（
写
真
８
）
。
「
五

柴
梁
師
指
」
の
添
え
書
き
が
あ
る
が
、「
師
」
の
字
は
い
わ
ゆ
る
「
簡
体
字
」

で
、
龍
の
柱
と
同
じ
頃
の
、
近
年
の
碑
文
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

洞
は
、
中
を
流
れ
る
水
面
か
ら
天
井
ま
で
、
五
㍍
あ
ま
り
の
高
さ
が
あ

る
（
写
真
９
）
。
長
さ
は
二
～
三
○
㍍
あ
ま
り
あ
ろ
う
か
。
水
際
は
泥
で

ズ
ブ
ズ
ブ
で
あ
る
が
、
洞
の
壁
際
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
の
跡
が
残
っ

て
お
り
、
何
ら
か
の
整
備
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ス
カ
ラ
ッ
プ
が
見

ら
れ
る
天
井
に
は
、
い
ま
で
も
二
次
生
成
物
の
形
成
が
進
行
中
で
、
鍾
乳

洞
と
し
て
現
役
で
あ
る
。

　

整
備
の
痕
跡
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
度
整
備
し
て
観
光
地
化
を
は
か
っ

た
も
の
の
、
や
が
て
放
棄
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
前
夜
、
玉
林
市
内

の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
地
元
の
若
者
に
水
月
岩
に
つ
い
て
尋
ね
て
も
ら
っ
た

と
こ
ろ
「
行
っ
た
こ
と
は
あ
る
。
だ
が
、
観
光
地
で
も
な
い
の
に
何
故
行

き
た
い
の
か
」
と
問
い
返
し
て
き
た
。
崇
左
の
文
羊
洞
も
同
様
で
あ
る
が
、

放
棄
さ
れ
荒
れ
果
て
て
し
ま
っ
た
名
所
旧
跡
は
、
中
国
で
枚
挙
に
い
と
ま

が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

　

な
お
『
沿
着
徐
霞
客
的
足
跡
』
（
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
○
○
九
）

と
い
う
、
広
西
壮
族
自
治
区
に
お
け
る
徐
霞
客
の
足
跡
を
追
っ
た
著
述
に
、

水
月
岩
の
現
況
を
記
し
た
一
文
を
載
せ
る
。

　

昼
前
に
玉
林
を
発
ち
、
昼
食
を
は
さ
ん
で
、
夕
方
に
崇
左
に
至
る
。
聖

展
酒
店
に
泊
。
こ
こ
は
崇
左
の
市
外
に
立
つ
「
鬼
城
」
の
一
角
。
「
鬼
城
」

と
は
、
投
資
目
的
で
作
ら
れ
た
別
荘
群
で
、
実
際
の
入
居
者
が
ほ
と
ん
ど

お
ら
ず
「
ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
化
」
し
て
い
る
状
態
を
言
う
。
僻
地
と
い
え

る
崇
左
市
に
も
「
鬼
城
」
が
及
ん
で
い
る
。
し
か
し
周
辺
の
店
は
「
内
装

屋
」
ば
か
り
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
も
な
く
、
夕
食
に
手
間
取
る
。

四
日
目
は
、
先
ず
市
内
の
左
江
石
林
へ
（
写
真
10
）
。
九
時
過
ぎ
に
着
く
と
、

他
の
お
客
は
誰
も
い
な
い
。
奇
岩
に
ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
木
が
か
ら
ま
り
、
不

思
議
な
景
観
が
広
が
る
。
こ
こ
を
徐
霞
客
が
見
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
同

じ
よ
う
な
石
林
は
た
く
さ
ん
な
が
め
た
だ
ろ
う
。

　

と
て
も
暑
く
、
熱
中
症
気
味
と
な
る
。
や
や
冷
え
た
飲
み
物
を
飲
ん
だ

ら
、
今
度
は
お
な
か
が
緩
く
な
る
。

　

崇
左
の
洞
穴
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
見
て
い
た
『
崇
左
県
志
』
（
広
西

人
民
出
版
社
、
一
九
九
五
）
に
は
、
数
多
く
の
記
載
が
あ
っ
た
。
徐
霞
客

が
記
す
白
雲
洞
や
碧
雲
洞
、
ま
た
一
九
八
三
年
に
新
た
に
発
見
さ
れ
た
文
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羊
洞
な
ど
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
洞
穴
を
リ
ク
エ
ス
ト
し
た
が
、
運

転
手
は
、
ど
こ
に
あ
る
か
分
か
ら
な
い
と
い
う
。
や
む
を
得
ず
近
年
開
発

さ
れ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
文
羊
洞
に
し
ぼ
っ
て
探
す
こ
と
に
す
る
。

　

し
か
し
、
文
羊
洞
も
見
つ
か
ら
な
い
。
カ
ー
ナ
ビ
に
は
無
く
、
道
行
く
地

元
の
人
に
聞
き
ま
く
る
が
、
要
領
を
得
な
い
。
よ
う
や
く
そ
れ
ら
し
き
岩
山

に
辿
り
着
く
が
、
洞
口
ら
し
き
も
の
も
見
え
な
い
。
す
る
と
、
軽
ト
ラ
ッ
ク

で
夫
婦
者
が
登
場
。
聞
け
ば
「
発
見
後
、
地
元
政
府
が
観
光
地
と
し
て
整
備

し
て
い
た
が
、
や
が
て
さ
び
れ
、
閉
鎖
さ
れ
た
。
い
ま
自
分
た
ち
が
土
地
の
利

用
権
を
買
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
整
備
を
す
る
予
定
だ
」
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
茂
る
森
の
中
に
石
垣
ら
し
き
も
の
が
確
認
で
き
た
。
入
洞
は
お
ろ
か
洞

口
の
確
認
す
ら
で
き
な
か
っ
た
が
、
岩
山
全
体
の
雰
囲
気
は
つ
か
め
た
。

　

崇
左
を
発
ち
、
揚
美
古
鎮
へ
。
こ
こ
は
、
『
地
球
の
歩
き
方　

広
州 

ア

モ
イ 

桂
林 

二
○
一
一
～
二
○
一
二
』
に
、
「
南
寧　

郊
外
の
見
ど
こ
ろ
」

と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
左
江
沿
岸
の
要
衝
の
地
に
あ
り
、
港
町
と
し

て
栄
え
た
。
今
は
、
い
わ
ゆ
る
「
古
鎮
ブ
ー
ム
」
に
乗
り
、
昔
の
佇
ま
い

を
復
活
さ
せ
た
、
観
光
地
を
目
指
し
て
い
る
。
し
か
し
、
宗
廟
は
荒
れ
果

て
て
お
り
、
孔
子
廟
で
は
廟
守
が
「
昔
は
も
っ
と
ち
ゃ
ん
と
し
て
い
た
の

だ
が
、
今
は
誰
も
お
参
り
し
な
い
」
と
嘆
い
て
い
た
（
写
真
11
）
。
南
寧

に
帰
り
、
南
寧
飯
店
に
泊
。

五
日
目
は
、
移
動
日
。
北
京
を
経
由
し
て
成
田
へ
帰
り
着
く
。

補
足
：
広
西
道
路
事
情

　

広
西
南
部
は
舗
装
道
路
が
極
め
て
劣
悪
だ
っ
た
（
写
真
12
）
。
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
で
な
く
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
舗
装
を
し
て
い
る
の
だ
が
が
、
石
灰
石

な
ど
を
満
載
し
た
大
型
の
ダ
ン
プ
が
疾
走
す
る
た
め
、
路
面
が
あ
ち
こ
ち

で
割
れ
て
い
る
。
さ
す
が
に
高
速
道
路
は
お
お
む
ね
修
復
さ
れ
る
が
、
一

般
道
は
あ
と
ま
わ
し
に
さ
れ
、
ひ
び
割
れ
が
放
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
を

ダ
ン
プ
が
走
る
た
め
、
さ
ら
に
破
壊
が
進
む
。
こ
の
省
は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
一
人

当
た
り
で
、
三
一
の
省
中
二
六
位
と
下
位
に
あ
る
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
お

金
が
ま
わ
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

　

（
五
）
ま
と
め

　

今
回
は
、
都
嶠
山
・
勾
漏
洞
・
水
月
岩
と
い
っ
た
、
広
西
南
部
の
代
表

的
な
名
勝
を
ほ
ぼ
実
見
し
て
探
索
で
き
た
こ
と
が
収
穫
で
あ
っ
た
。
い
ず

れ
も
徐
霞
客
遊
記
に
記
載
が
あ
る
場
所
で
、
訳
注
の
作
成
に
資
す
る
と
こ

ろ
も
大
で
あ
る
。
ま
た
、
車
で
で
は
あ
っ
た
が
、
「
玉
林
―
南
寧
―
崇
左
」

間
を
移
動
で
き
た
こ
と
も
、
土
地
勘
を
得
る
と
い
う
点
で
成
果
が
あ
っ
た
。

　

他
に
、
名
勝
や
遺
跡
の
破
壊
や
忘
却
と
い
っ
た
事
態
も
考
え
た
。
崇
左

周
辺
の
洞
穴
な
ど
は
、
一
九
九
○
年
代
作
成
の
地
方
志
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
の
に
、
今
は
放
棄
さ
れ
、
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
流
行
に
乗
り

遅
れ
、
観
光
地
化
さ
れ
な
い
と
、
短
期
間
で
棄
て
ら
れ
て
し
ま
う
と
い
う
、

現
代
中
国
の
状
況
を
反
映
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　

一
方
、
一
九
九
○
年
代
の
資
料
そ
の
も
の
が
、
不
正
確
だ
っ
た
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
市
販
の
地
図
に
も
言
え
る
こ
と
だ
が
、
地
理
的
な

情
報
に
つ
い
て
、
資
料
作
成
の
時
点
で
「
確
認
調
査
」
せ
ず
、
そ
れ
ま
で

の
情
報
を
そ
の
ま
ま
「
孫
引
き
」
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
崇
左
の
洞
穴

情
報
も
、
既
に
隠
滅
し
て
し
ま
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
確
認
せ
ず
、

古
い
資
料
の
記
事
を
そ
の
ま
ま
転
載
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
「
子
引
き
・
孫
引
き
」
は
、
実
は
明
清
時
代
の
伝
統
的
な
「
地

方
志
」
編
纂
に
お
い
て
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
後
発
の
地
方
志
は
、
前

発
の
地
方
志
の
記
事
を
踏
襲
し
、
そ
の
後
に
生
じ
た
新
た
な
情
報
を
書
き
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加
え
て
ゆ
く
。
新
た
な
情
報
は
、
間
違
い
な
く
そ
の
時
点
で
存
在
し
て
い

る
も
の
だ
が
、
踏
襲
し
た
部
分
に
つ
い
て
、
地
理
情
報
の
再
確
認
を
せ
ず
、

そ
の
ま
ま
載
せ
る
こ
と
が
往
々
に
し
て
あ
る
。
こ
の
点
、
中
国
「
文
化
」

の
ひ
と
つ
の
伝
統
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

Ⅱ
．
雁
蕩
山
初
訪

一
．
雁
蕩
山
に
つ
い
て

　

（
一
）
位
置

　

雁
蕩
山
の
名
を
持
つ
山
塊
は
、
浙
江
省
温
州
地
級
市
に
三
つ
あ
る
。

北
・
中
雁
蕩
山
は
楽
清
市
に
、
南
雁
蕩
山
は
平
陽
県
に
あ
る
。
通
常
「
雁

蕩
山
」
と
い
う
の
は
、
北
雁
蕩
山
で
あ
る
。
こ
の
と
き
訪
ね
た
の
も
そ
の

山
（
図
１
）
。

　

楽
清
市
は
北
緯
二
八
度
あ
た
り
で
、
奄
美
大
島
と
沖
縄
の
中
間
く
ら
い
。

沿
海
の
温
暖
な
気
候
で
あ
る
。
雁
蕩
山
も
海
沿
い
と
ま
で
は
言
え
な
い
が
、

「
海
に
近
い
」
と
い
え
る
。

　

（
二
）
概
要

　

雁
蕩
山
は
、
ア
ジ
ア
大
陸
の
海
浜
に
広
が
る
火
山
帯
の
上
に
あ
る
。
一

億
年
以
上
前
の
火
山
活
動
に
よ
っ
て
生
じ
た
火
成
岩
の
巨
大
な
岩
山
が
、

長
い
年
月
を
か
け
て
浸
食
・
崩
落
な
ど
を
繰
り
返
し
た
。
そ
の
結
果
、
い

く
筋
も
の
深
い
Ｖ
字
谷
や
、
ま
る
で
大
地
か
ら
生
え
た
か
の
よ
う
な
細
い

岩
山
が
立
ち
並
ぶ
景
観
が
形
成
さ
れ
た
。
今
で
も
瀑
布
が
流
れ
、
浸
食
が

現
在
進
行
形
で
あ
る
。

　

岩
山
と
洞
穴
が
形
勝
を
形
成
す
る
。
し
か
し
、
洞
穴
と
言
っ
て
も
カ
ル

ス
ト
地
形
の
鍾
乳
洞
の
よ
う
な
、
深
く
長
い
も
の
で
は
な
い
。
火
成
岩
の

崩
落
に
よ
る
ド
ー
ム
状
の
も
の
や
、
浸
食
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
岩
の
裂

け
目
な
ど
が
主
で
あ
る
。

　

宋
代
に
沈
括
（
一
○
三
一
～
一
○
九
五
）
が
こ
こ
を
訪
れ
、「
天
下
奇
秀
」

と
賞
賛
し
た
。
彼
は
、
瀑
布
、
谷
、
岩
を
観
察
し
た
上
で
、
「
谷
に
流
れ

込
ん
だ
川
の
水
が
、
砂
や
土
を
運
び
去
り
、
岩
だ
け
が
残
っ
た
の
で
あ
ろ

う
」
と
い
う
見
解
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
浸
食
作
用
」
と
い
う
地
形

形
成
概
念
を
示
し
た
、
ご
く
初
期
の
記
述
で
あ
る
（
４
）
。

　

現
在
は
、
国
家
五
Ａ
級
景
区
（
図
３
）
。
東
西
方
向
に
山
脈
が
伸
び
、

山
脈
の
南
側
に
谷
が
幾
筋
か
刻
ま
れ
る
。
景
区
で
言
え
ば
、
東
か
ら
順
に
、

霊
峯
景
区
・
三
折
瀑
景
区
・
霊
岩
景
区
・
大
龍
湫
景
区
・
雁
湖
景
区
が
あ

り
、
こ
れ
ら
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
た
と
こ
ろ
。
近
年
は
、
山
脈
北
側
の
顕

彰
門
景
区
、
さ
ら
に
北
部
の
仙
橋
景
区
、
ま
た
東
へ
飛
び
地
の
羊
角
洞
景

区
な
ど
も
、
雁
蕩
山
の
景
区
に
含
む
。

　

徐
霞
客
は
三
度
、
雁
蕩
山
を
訪
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
初
回
と
三
回
目

に
遊
記
が
あ
る
。
遊
記
で
は
「
雁
宕
山
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
遊
雁
宕

山
日
記
は
、
万
暦
四
一
年
（
一
六
一
三
）
四
月
九
日
か
ら
一
五
日
ま
で
。

遊
雁
宕
山
日
記
後
は
、
崇
禎
五
年
（
一
六
三
二
）
四
月
二
八
日
か
ら
五
月

八
日
ま
で
。
遊
天
台
山
日
記
後
に
「
三
月
に
天
台
山
訪
問
後
、
雁
宕
山
に

行
っ
た
」
と
記
す
（
二
回
目
、
遊
記
な
し
）
。
そ
の
後
一
度
天
台
山
に
戻
り
、

天
台
山
の
記
事
を
記
し
、
再
び
雁
蕩
山
に
向
か
っ
た
と
い
う
。

二
．
見
聞
記

　

（
一
）
目
的

　

徐
霞
客
が
詳
細
に
描
写
し
て
い
る
、
雁
蕩
山
を
実
見
す
る
こ
と
を
目
的
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と
し
た
。
ま
た
、
こ
の
こ
ろ
、
山
を
流
れ
る
「
気
」
に
着
目
し
て
お
り
、

雁
蕩
山
の
岩
山
を
「
気
」
の
観
点
か
ら
眺
め
る
こ
と
も
目
的
と
し
た
（
５
）
。

　

（
二
）
旅
程
（
単
独
行
）
：
二
○
一
五
年
一
二
月
二
六
日
～
三
○
日
日

一
日
目　

羽
田
→
〔
飛
〕
→
上
海
→
〔
鉄
〕
→
雁
蕩
山
（
雁
蕩
山
泊
）

二
日
目　

雁
蕩
山
（
雁
蕩
山
泊
）

三
日
目　

雁
蕩
山
（
雁
蕩
山
泊
）

四
日
目　

雁
蕩
山
→
〔
鉄
〕
→
上
海
（
上
海
泊
）

五
日
目　

上
海
→
〔
飛
〕
→
羽
田

　

（
三
）
ア
ク
セ
ス

　

杭
州
か
ら
は
、
海
沿
い
に
、
東
へ
紹
興
・
寧
波
へ
行
き
、
南
に
転
じ
て

寧
海
・
台
州
を
経
て
、
雁
蕩
山
に
至
る
の
が
メ
イ
ン
ル
ー
ト
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
進
め
ば
、
楽
清
・
温
州
を
経
て
福
建
省
に
入
り
福
州
へ
、
さ
ら
に

広
東
省
に
入
り
広
州
に
至
る
。

　

今
回
は
、
上
海
か
ら
杭
州
へ
、
さ
ら
に
右
記
の
ル
ー
ト
で
往
復
し
た
。

　

（
四
）
見
聞
報
告

一
日
目
は
移
動
日
。
羽
田
か
ら
上
海
虹
橋
空
港
へ
。

　

当
初
、
上
海
か
ら
温
州
ま
で
航
空
機
国
内
便
で
移
動
し
、
そ
こ
か
ら
鉄

道
で
雁
蕩
山
へ
戻
る
予
定
だ
っ
た
が
、
天
候
不
良
で
遅
延
、
欠
航
の
お
そ

れ
が
生
じ
た
。
そ
こ
で
、
高
速
鉄
道
に
切
り
替
え
た
。

　

上
海
か
ら
雁
蕩
山
駅
ま
で
は
、
お
よ
そ
三
時
間
半
。
「
上
海
→
嘉
興
→

海
寧
→
杭
州
→
紹
興
→
余
姚
→
寧
波
→
奉
化
→
台
州
」
と
古
く
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
ル
ー
ト
を
陸
路
で
た
ど
り
、
雁
蕩
山
駅
へ
。
こ
の
駅
は
雁
蕩
山
観

光
を
目
的
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
。
周
囲
に
町
や
人
家
も
な
く
、
海
沿
い

の
だ
だ
っ
広
い
平
地
に
、
忽
然
と
大
き
な
駅
ビ
ル
が
聳
え
る
。

　

夕
食
は
、
雁
蕩
山
の
ガ
イ
ド
の
知
人
の
海
鮮
食
堂
へ
。
以
後
、
昼
夜
の

食
事
は
す
べ
て
こ
の
食
堂
で
。
雁
蕩
賓
館
に
泊
（
以
後
三
泊
同
じ
）
。

二
日
目
か
ら
四
日
目
の
午
前
ま
で
で
、
雁
蕩
山
を
ま
わ
る
。
東
へ
流
れ
る

碧
玉
渓
は
、
集
落
を
な
す
響
嶺
頭
村
で
北
か
ら
流
れ
て
き
た
鳴
玉
渓
と
合

流
し
、
白
渓
と
名
を
変
え
て
海
に
注
ぐ
。
そ
の
碧
玉
渓
へ
向
け
て
、
雁
蕩

山
系
か
ら
幾
筋
か
の
谷
川
が
注
い
で
い
る
。
そ
の
谷
毎
に
景
勝
が
存
在
す

る
形
と
な
る
。

二
日
目
は
、
午
前
は
大
龍
湫
景
区
（
写
真
13
）
。
碧
玉
渓
の
源
は
馬
鞍
嶺

と
い
う
高
地
で
、
そ
れ
を
越
え
る
と
、
嶺
沿
い
に
南
流
す
る
谷
川
が
あ
る
。

錦
渓
・
筋
竹
澗
と
い
う
、
海
に
直
接
注
ぐ
河
で
あ
る
。
そ
の
水
源
が
、
大

龍
湫
と
い
う
瀑
布
。

　

響
嶺
頭
村
の
宿
か
ら
車
で
十
分
程
度
で
、
景
区
の
入
口
に
至
る
。
こ
こ

か
ら
、
丹
霞
地
貌
が
様
々
な
姿
を
見
せ
る
。
岩
山
が
並
び
立
つ
千
仏
岩
や
、

見
る
方
向
に
よ
っ
て
「
和
ば
さ
み
」
「
き
つ
つ
き
」
「
熊
」
「
舟
の
マ
ス
ト
」

と
姿
を
変
え
る
剪
刀
峯
な
ど
、
奇
岩
が
連
続
す
る
。
溶
岩
流
の
痕
跡
で
あ

る
火
山
岩
流
紋
地
形
も
観
察
で
き
る
。
そ
し
て
谷
の
一
番
奥
、
渓
流
の
水

源
が
大
龍
湫
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
高
さ
二
○
○
㍍
ほ
ど
の
瀑
布
で
、
滝
壺
に
絶
え
間
な
く
大
量
の

水
が
注
ぐ
。
長
い
距
離
を
下
る
た
め
、
水
は
散
り
散
り
に
な
り
な
っ
て
注

ぐ
が
、
風
に
ゆ
ら
れ
て
、
あ
た
か
も
空
か
ら
龍
が
舞
い
降
り
て
い
る
か
の

よ
う
な
景
観
を
な
す
。
瀑
布
の
裏
側
か
ら
眺
め
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
大

量
の
水
の
カ
ー
テ
ン
で
あ
る
（
写
真
14
）
。
徐
霞
客
含
め
多
く
の
文
人
が

訪
れ
、
詩
文
に
記
し
て
い
る
。
明
清
代
の
碑
文
も
多
く
刻
さ
れ
て
い
る
。
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午
後
は
霊
峯
景
区
。
響
嶺
頭
村
か
ら
鳴
玉
渓
を
北
に
少
し
溯
っ
た
と
こ

ろ
に
あ
る
。
霊
峯
自
身
は
鳴
玉
渓
右
岸
に
あ
る
が
、
左
岸
に
も
い
く
つ
か

の
景
観
が
あ
る
。
霊
峯
寺
の
後
に
聳
え
る
霊
峯
は
、
高
さ
二
七
○
㍍
あ
ま

り
の
尖
っ
た
岩
山
で
、
前
面
に
、
浸
食
に
よ
っ
て
生
じ
た
長
い
割
れ
目
が

開
い
て
い
る
。
こ
れ
を
観
音
洞
と
い
う
（
写
真
15
）
。
洞
と
は
い
う
が
、

鍾
乳
洞
の
よ
う
な
円
筒
形
で
は
な
く
、
細
い
割
れ
目
が
麓
か
ら
山
腹
ま
で

続
く
、
オ
ー
プ
ン
な
穴
で
あ
る
。
洞
内
の
壁
沿
い
に
、
十
層
の
楼
閣
が
連

続
し
て
建
て
ら
れ
て
お
り
、
四
百
段
近
い
階
段
を
上
る
と
、
最
上
層
が
観

音
閣
と
な
る
（
写
真
16
）
。
こ
こ
は
ド
ー
ム
状
を
な
し
て
お
り
、
楼
閣
は

前
壁
の
み
で
、
天
井
は
自
然
の
壁
。
洞
内
は
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
の
、
お
び

た
だ
し
い
数
の
観
音
像
と
羅
漢
像
で
埋
め
つ
く
さ
れ
て
い
る
。
徐
霞
客
も

五
百
羅
漢
を
見
た
と
い
っ
て
お
り
、
明
代
か
ら
こ
う
し
た
景
観
を
な
し
て

い
た
。
天
井
か
ら
大
量
の
水
滴
が
流
れ
落
ち
、
轟
然
た
る
音
を
立
て
る
。

高
い
岩
山
の
中
腹
だ
が
、
放
生
池
を
形
成
し
て
い
る
。

　

こ
の
エ
リ
ア
で
は
、
他
に
も
、
横
様
に
刻
ま
れ
た
北
斗
洞
、
将
軍
洞
が

あ
り
、
は
め
込
ま
れ
る
よ
う
に
寺
院
が
建
っ
て
い
る
。
鳴
玉
渓
左
岸
に
は
、

徐
霞
客
も
記
録
す
る
小
さ
な
「
風
洞
」
や
、
丹
霞
地
貌
に
は
珍
し
く
、
地

底
に
も
ぐ
る
「
霊
峯
古
洞
」
な
ど
も
あ
る
。

　

夜
は
霊
峯
の
夜
景
見
学
。
薄
暮
の
中
で
、
岩
山
は
シ
ル
エ
ッ
ト
の
み
と

な
る
。
そ
こ
で
「
翼
を
広
げ
る
鷹
」
や
「
寄
り
添
う
恋
人
」
な
ど
の
「
見

立
て
」
が
行
わ
れ
る
。

三
日
目
は
、
朝
、
散
歩
が
て
ら
に
朝
陽
洞
見
学
（
写
真
17
）
。
村
か
ら
遠

望
で
き
る
が
、
少
し
歩
い
て
岩
の
麓
ま
で
行
く
。
岩
肌
の
一
部
が
崩
落
し
、

ぽ
っ
か
り
と
穴
が
開
く
。
口
径
は
三
～
四
㍍
あ
ま
り
で
、
深
さ
は
二
㍍
も

な
い
。
し
か
し
、
朝
日
を
迎
え
入
れ
る
よ
う
な
方
角
に
口
を
開
け
る
。
風

水
説
で
は
、
洞
穴
は
「
気
の
通
り
道
」
で
あ
る
と
考
え
、
浅
い
も
の
で
あ
っ

て
も
、
そ
こ
か
ら
「
気
」
が
出
入
り
す
る
と
考
え
る
。
こ
の
朝
陽
洞
も
、「
気
」

を
吐
く
、
あ
る
い
は
受
け
入
れ
る
「
洞
口
」
な
の
で
あ
ろ
う
。

　

午
前
は
、
霊
岩
景
区
。
響
嶺
頭
村
か
ら
奥
へ
二
つ
目
の
谷
。
門
の
よ
う

に
聳
え
る
二
つ
の
岩
山
は
、
寺
院
の
建
築
物
に
ち
な
み
、
鐘
岩
・
鼓
岩
と

称
さ
れ
る
。
門
を
く
ぐ
る
と
、
穏
や
か
な
雰
囲
気
の
窪
地
、
双
珠
谷
が
あ

る
。
周
囲
の
岩
山
は
、
天
に
向
か
っ
て
伸
び
上
が
っ
て
い
る
よ
う
な
景
観

を
な
す
（
写
真
18
）
。
一
九
九
六
年
建
立
の
徐
霞
客
の
石
像
が
立
つ
。

　

そ
の
奥
に
、
そ
そ
り
立
つ
岩
々
に
囲
ま
れ
て
、
北
宋
創
建
の
霊
岩
寺
が

静
か
に
立
つ
（
写
真
19
）
。
寺
の
後
方
に
聳
え
る
巨
大
な
岩
山
が
、
展
旗

峯
で
、
屏
霞
嶂
と
も
い
う
。
向
か
い
合
う
天
柱
峯
と
あ
わ
せ
て
、
南
大
門

と
も
称
す
る
。
そ
の
南
大
門
の
上
部
に
綱
を
渡
し
、
綱
渡
り
の
シ
ョ
ウ
が

開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

寺
の
後
方
を
登
る
と
、
天
窗
洞
が
あ
る
。
こ
れ
も
霊
峯
の
観
音
洞
と
同

じ
く
、
岩
山
の
脊
に
出
来
た
細
長
い
裂
け
目
で
あ
る
。
設
け
ら
れ
た
階
段

を
一
○
数
㍍
登
る
と
、
洞
の
頂
上
部
分
は
岩
山
を
突
き
抜
け
た
吹
き
抜
け

に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
向
こ
う
は
ほ
ぼ
垂
直
に
落
ち
る
縦
穴
と
な
っ

て
い
る
。
他
に
象
鼻
洞
が
あ
る
と
い
う
が
、
同
様
の
景
観
で
あ
る
と
い
う

の
で
省
略
し
、
麓
か
ら
岩
山
を
観
察
す
る
の
に
時
間
を
費
や
す
。

　

さ
ら
に
谷
を
窮
め
て
い
く
と
、
渓
流
の
水
源
で
あ
る
小
龍
湫
が
あ
る
（
写

真
20
）
。
こ
ち
ら
は
高
さ
約
七
○
㍍
。

　

午
後
は
、
三
折
瀑
景
区
の
浄
名
谷
。
響
嶺
頭
村
か
ら
一
つ
目
の
谷
。
景

区
名
の
三
折
瀑
布
は
、
谷
の
入
口
か
ら
右
に
進
む
、
近
年
に
な
っ
て
発
見

さ
れ
た
新
し
い
景
観
。
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
の
は
、
入
口
か
ら
左
へ
、

渓
流
沿
い
に
溯
る
浄
名
谷
で
あ
る
。
丹
霞
地
貌
の
Ｖ
字
谷
を
溯
る
と
、
渓
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流
沿
い
に
、
崩
落
に
よ
る
洞
穴
が
、
い
く
つ
も
口
を
あ
け
る
。
洞
内
に
水

が
注
ぎ
続
け
て
い
る
の
が
水
廉
洞
で
あ
る
（
写
真
21
）
。
維
摩
洞
は
、
そ

の
名
か
ら
し
て
、
曽
て
は
寺
院
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
現
在
は
洞
穴
に

は
め
こ
む
よ
う
に
道
観
が
設
け
ら
れ
て
い
る
（
写
真
22
）
。
祭
礼
が
行
わ

れ
て
お
り
、
動
画
を
撮
っ
て
い
た
ら
「
や
め
な
さ
い
」
と
止
め
ら
れ
た
。

　

名
の
な
い
小
さ
な
瀑
布
や
水
の
し
た
た
り
が
随
所
に
見
ら
れ
、
浸
食
作

用
が
進
行
中
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

四
日
目
、
早
朝
に
停
電
。
ホ
テ
ル
は
や
が
て
自
家
発
電
を
開
始
し
た
が
、

村
全
体
が
停
電
と
な
っ
た
よ
う
で
、
ガ
イ
ド
が
泊
ま
っ
た
宿
は
、
遂
に
復

旧
し
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

朝
食
後
、
村
を
散
策
。
雁
蕩
山
観
光
の
た
め
の
村
で
あ
る
が
、
裏
山
に

は
墓
が
並
び
、
歴
史
を
感
じ
さ
せ
た
。

　

午
前
は
顕
勝
門
景
区
。
雁
蕩
山
の
北
側
に
な
る
。
村
か
ら
東
へ
進
み
、

謝
公
嶺
と
い
う
峠
を
越
え
て
、
大
荊
鎮
方
面
に
向
か
う
。
こ
の
ル
ー
ト
は
、

徐
霞
客
が
雁
蕩
山
訪
問
の
時
に
た
ど
っ
た
道
で
あ
る
。
途
中
に
僧
侶
が
拝

礼
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
岩
山
が
あ
り
、
接
客
僧
と
い
う
。
入
手
し
た
地

図
上
で
は
、
大
荊
鎮
に
至
っ
た
の
ち
に
左
折
し
て
、
雁
蕩
山
の
東
の
端
を

廻
っ
て
西
に
向
か
い
、
仙
渓
を
溯
る
と
あ
っ
た
。
し
か
し
、
訪
問
当
時
は

シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
の
舗
装
道
が
途
中
に
設
け
ら
れ
て
お
り
、
大
荊
鎮
に
至

る
前
に
北
へ
転
じ
、
仙
渓
に
至
っ
た
。
そ
こ
か
ら
遡
及
し
、
古
鎮
で
あ
る

南
閣
上
街
を
通
り
過
ぎ
、
龍
西
郷
と
い
う
集
落
で
左
折
、
北
側
か
ら
雁
蕩

山
に
入
る
。
Ｕ
字
谷
を
溯
り
、
十
分
ほ
ど
歩
く
と
、
向
か
い
合
う
四
角
い

岩
山
が
見
え
て
来
る
。
顕
勝
門
で
あ
る
（
写
真
23
）
。
こ
こ
は
近
年
に
な
っ

て
開
発
さ
れ
た
も
の
で
、
徐
霞
客
遊
記
に
は
登
場
し
な
い
。

　

高
さ
二
○
○
㍍
あ
ま
り
の
一
対
の
岩
が
並
び
、
そ
の
間
隔
は
わ
ず
か
一

○
㍍
ほ
ど
し
か
な
い
。
溪
流
が
そ
の
間
を
流
れ
、
門
の
手
前
に
道
観
が
立

つ
。
門
を
く
ぐ
り
、
険
し
い
岩
山
を
登
っ
て
渓
流
を
溯
る
と
、
行
き
止
ま

り
は
瀑
布
と
な
る
。
瀑
布
近
く
に
石
仏
洞
と
い
う
洞
穴
が
口
を
あ
け
て
い

た
が
、
崩
落
し
危
険
だ
と
い
う
の
で
立
入
禁
止
と
な
っ
て
い
た
。

　

陽
光
溢
れ
る
み
ど
り
豊
か
な
Ｕ
字
谷
は
、
両
岸
に
聳
え
る
岩
山
が
動
的

な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
お
り
、
山
の
生
命
力
を
感
じ
さ
せ
る
。
「
老
子
」

の
「
谷
神
不
死
」
の
語
を
想
起
さ
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
（
写
真
24
）
。

　

途
中
に
あ
っ
た
南
閣
上
街
は
、
明
代
に
礼
部
尚
書
ま
で
至
っ
た
章
綸
の

故
郷
。
状
元
に
及
第
し
た
こ
と
を
記
念
す
る
牌
楼
が
数
多
く
作
ら
れ
て
い

る
（
写
真
25
）
。
古
い
街
並
み
と
共
に
「
古
鎮
遊
」
を
誘
っ
て
い
る
が
、

地
元
の
人
々
に
す
れ
ば
生
活
の
中
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ほ
ど
大
切
に

さ
れ
て
い
る
観
は
な
か
っ
た
。

　

午
後
は
雁
蕩
山
博
物
館
を
観
覧
。
入
館
料
は
、
中
国
の
他
の
博
物
館
同

様
、
無
料
で
あ
る
。
大
き
な
雁
蕩
山
の
ジ
オ
ラ
マ
が
作
ら
れ
て
い
た
が
、

あ
ま
り
に
大
き
す
ぎ
て
標
示
の
文
字
が
読
め
な
い
。

　

観
覧
後
、
し
ば
し
、
雁
蕩
山
の
岩
山
を
眺
め
る
。
岩
頭
か
ら
霞
が
た
な

び
く
の
が
、
ま
る
で
岩
山
か
ら
「
気
」
が
立
ち
の
ぼ
っ
て
い
る
か
の
よ
う

に
感
じ
ら
れ
た
。

　

高
速
鉄
道
で
上
海
へ
戻
り
、
吉
臣
酒
店
に
泊
。

五
日
目
は
、
上
海
博
物
館
で
山
水
画
を
見
学
。
時
間
の
関
係
で
超
特
急
見

学
と
撮
影
と
な
っ
た
が
、
次
に
は
じ
っ
く
り
時
間
を
取
っ
て
見
た
い
。

　

午
後
の
便
で
成
田
へ
帰
着
。

　

（
五
）
ま
と
め

　

今
回
は
、
見
学
に
あ
て
た
三
日
間
を
、
ほ
ぼ
雁
蕩
山
に
限
り
、
同
じ
宿
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に
三
連
泊
し
て
の
行
程
で
あ
っ
た
。
能
仁
寺
な
ど
見
残
し
た
と
こ
ろ
も
あ

る
が
、
瀑
布
、
谷
、
巨
岩
と
そ
の
裂
け
目
な
ど
、
生
成
過
程
の
雁
蕩
山
特

有
の
景
観
を
、
じ
っ
く
り
観
察
し
、
考
察
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

尖
っ
た
岩
山
は
、
実
際
に
は
雨
水
な
ど
に
浸
食
さ
れ
て
形
成
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
、
「
上
か
ら
下
へ
の
動
き
」
が
作
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
立
ち
並
ぶ
円
錐
形
の
岩
柱
は
、
む
し
ろ
「
下
か
ら
上
へ
立
ち
の
ぼ

る
気
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
喚
起
さ
せ
る
。

　

カ
ル
ス
ト
地
形
の
岩
山
も
、
円
錐
形
の
細
長
い
形
を
な
す
。
し
か
し
、

そ
れ
ら
は
溶
け
や
す
い
石
灰
岩
質
な
の
で
、
き
れ
い
な
円
錐
形
を
な
し
、

岩
の
形
も
直
線
的
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
硬
い
火
成
岩
質
の
雁
蕩
山
で

は
、
浸
食
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
わ
け
で
は
な
く
、
剥
離
や
崩
落
も
伴
う
た

め
、
岩
の
形
が
ゴ
ツ
ゴ
ツ
と
し
て
不
揃
い
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
揺
ら

ぎ
な
が
ら
立
ち
の
ぼ
る
「
気
」
の
姿
を
、
岩
の
形
に
見
て
取
り
や
す
い
。

こ
う
し
た
「
山
・
岩
山
」
に
お
け
る
「
上
昇
す
る
気
」
を
感
じ
取
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
が
一
番
の
成
果
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
観
音
洞
の
よ
う
な
、
岩
山
に
縦
に
裂
け
る
、
開
い
た
洞
穴
に
も
、

「
気
の
上
昇
」を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
浅
く
口
を
あ
け
る
朝
陽
洞
も
、

「
気
の
出
入
り
口
」
を
よ
く
表
し
て
い
る
。
「
洞
穴
と
気
の
流
れ
」
と
い
う

点
で
も
、
様
々
な
こ
と
を
確
認
で
き
た
。

Ⅲ
．
五
台
山
再
訪

一
．
五
台
山
に
つ
い
て

　

（
一
）
位
置

　

五
台
山
に
つ
い
て
は
、
前
稿
（
６
）

で
述
べ
て
い
る
の
で
、
簡
略
に
留
め
る
。

山
西
省
忻
州
地
級
市
五
台
県
に
あ
る
が
、
一
部
は
同
市
繁
峙
県
に
ま
た
が

る
。
山
西
省
の
北
部
に
位
置
す
る
（
図
１
、
図
４
）
。

　

（
二
）
概
要

　

山
域
の
中
央
部
分
に
、
台
懐
鎮
と
い
う
集
落
を
含
む
盆
地
が
あ
り
、
そ

の
周
囲
を
五
つ
の
峯
が
囲
む
。
そ
れ
ぞ
れ
中
台
・
東
台
・
北
台
・
西
台
・

南
台
の
名
が
あ
る
（
図
５
）
。

　

北
魏
ご
ろ
か
ら
山
内
に
寺
院
が
建
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、や
が
て
「
華

厳
経
」
に
「
東
北
方
に
菩
薩
の
住
処
あ
り
。
清
涼
山
と
名
づ
く
。
常
に
中

に
住
す
。
彼
に
現
に
菩
薩
あ
り
。
文
殊
師
利
と
名
づ
く
」
と
あ
る
、
イ
ン

ド
の
東
北
に
あ
る
と
い
う
「
清
涼
山
」
こ
そ
、
こ
の
五
台
山
で
あ
る
と
の

認
識
が
広
ま
り
、
文
殊
菩
薩
の
霊
場
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
説

は
海
外
ま
で
も
及
び
、
つ
い
に
は
イ
ン
ド
の
修
行
僧
が
、
五
台
山
を
礼
拝

に
訪
れ
る
ま
で
に
至
っ
た
。

　

最
も
繁
栄
し
た
時
期
に
は
、
三
百
以
上
の
寺
が
林
立
し
て
い
た
と
い
わ

れ
る
。
観
音
菩
薩
の
霊
場
普
陀
山
、
普
賢
菩
薩
の
霊
場
峨
眉
山
、
地
蔵
菩

薩
の
霊
場
九
華
山
と
並
び
、
中
国
四
大
仏
教
名
山
と
さ
れ
る
。

　

日
本
の
入
唐
僧
や
入
宋
僧
の
多
く
も
、
天
台
山
と
共
に
こ
の
山
を
訪
れ

た
。
ま
た
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
教
徒
の
尊
崇
も
集
め
て
お
り
、
漢
伝
仏
教
と

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
と
の
唯
一
の
共
通
の
聖
地
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
で
も
、
台
内
に
三
十
九
ヶ
寺
、
台
外
に
八
ヶ
寺
あ
る
。
五
台
の
山

頂
に
そ
れ
ぞ
れ
寺
院
が
あ
り
、
山
麓
の
台
懐
鎮
に
も
寺
院
が
密
集
す
る
。

台
懐
鎮
の
顕
通
寺
が
最
古
の
寺
院
で
、
伝
説
で
は
漢
代
の
創
建
と
い
う
が
、

お
そ
ら
く
は
北
魏
に
始
ま
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

徐
霞
客
の
訪
問
は
、
崇
禎
六
年
（
一
六
三
三
）
の
八
月
四
日
か
ら
八
日
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ま
で
。
ご
く
短
期
の
滞
在
で
あ
っ
た
。
遊
五
台
山
日
記
。

二
．
見
聞
記

　

（
一
）
目
的

　

二
○
一
五
年
の
一
二
月
に
、
突
然
、
カ
ナ
ダ
の
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の

陳
金
華
教
授
か
ら
英
文
の
メ
ー
ル
が
あ
っ
た
。
二
○
一
七
年
七
月
に
五
台

山
で
、
五
台
山
信
仰
に
関
わ
る
国
際
学
会
（
第
二
回
目
）
を
開
催
す
る
の

で
、
発
表
を
し
て
く
れ
な
い
か
、
と
の
依
頼
で
あ
っ
た
。
や
が
て
駒
澤
大

学
に
勤
務
す
る
程
正
教
授
か
ら
も
、
日
本
語
の
メ
ー
ル
で
同
趣
旨
の
依
頼

が
あ
っ
た
（
７
）
。
稿
者
に
発
表
で
き
る
研
究
内
容
が
あ
る
か
心
配
に
な
っ

た
が
、
程
正
教
授
か
ら
「
五
台
山
に
関
わ
る
内
容
で
あ
れ
ば
よ
い
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
さ
れ
、
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
た
。

　

日
程
の
中
に
、
五
台
山
の
中
の
巡
検
が
あ
っ
た
た
め
、
そ
れ
に
は
参
加

し
、
五
台
山
の
現
状
に
つ
い
て
実
地
調
査
す
る
こ
と
と
し
た
。
学
会
後
の

五
台
山
外
の
巡
検
は
、
勤
務
の
関
係
上
、
不
参
加
と
し
た
（
８
）
。

　

（
二
）
旅
程
（
単
独
行
）
：
二
○
一
六
年
七
月
一
八
日
～
二
四
日
日

一
日
目　

羽
田
→
〔
飛
〕
→
北
京
（
北
京
泊
）

二
日
目　

北
京
→
〔
車
〕
→
五
台
山
：
学
会
・
開
会
式
（
五
台
山
泊
）

三
日
目　

五
台
山
内
巡
検
：
（
五
台
山
泊
）

四
日
目　

学
会
・
研
究
発
表
：
（
五
台
山
泊
）

五
日
目　

学
会
・
研
究
発
表
：
（
五
台
山
泊
）

六
日
目　

五
台
山
→
〔
車
〕
→
太
原
→
〔
鉄
道
〕
→
北
京
（
北
京
泊
）

七
日
目　

北
京
→
〔
飛
〕
→
羽
田

　

（
三
）
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

　

五
台
山
へ
入
る
主
な
ル
ー
ト
は
、
次
の
三
本
で
あ
る
。

①
河
北
省
石
家
荘
か
ら
北
上
し
て
阜
平
へ
行
き
、
西
に
転
じ
て
太
行
山
脈

を
越
え
て
台
内
に
入
り
、
台
懐
鎮
に
至
る
。

②
山
西
省
北
部
の
大
同
か
ら
南
下
し
、
渾
源
・
北
岳
恒
山
を
経
て
、
北
台

に
至
り
、
台
懐
鎮
に
至
る
。

③
山
西
省
太
原
か
ら
北
上
し
、
忻
州
で
東
に
転
じ
て
五
台
県
に
至
り
、
豆

村
鎮
・
仏
光
寺
を
経
て
台
懐
鎮
に
至
る
。

　

円
仁
は
①
で
入
り
、
③
で
出
て
い
る
。
徐
霞
客
は
①
で
入
り
、
②
で
出

て
い
る
。
稿
者
は
、
前
回
は
、
往
路
は
、
先
に
北
の
雁
門
関
を
訪
ね
、
南

下
し
て
代
県
経
由
で
豆
村
鎮
に
至
り
台
内
に
入
っ
た
。
③
の
変
形
で
あ
る
。

復
路
は
③
を
取
っ
た
。
今
回
は
、
往
路
は
、
北
京
か
ら
貸
し
切
り
バ
ス
で

入
山
し
た
た
め
、
①
で
あ
り
、
復
路
は
③
。

　

（
四
）
見
聞
報
告

前
日
ま
で

　

学
会
の
正
式
名
称
は
、
第
二
届
《
五
臺
信
仰
》
國
際
學
術
研
討
會
（
９
）
。

学
会
参
加
を
電
子
メ
ー
ル
で
回
答
す
る
と
、
そ
れ
が
参
加
申
し
込
み
に
な

る
。
発
表
題
目
と
概
要
を
メ
ー
ル
で
送
る
と
、
中
国
語
訳
さ
れ
た
も
の
と

あ
わ
せ
て
、
大
会
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
サ
イ
ト
上

に
あ
る
）
に
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
こ
れ
が
大
会
案
内
と
な
る
。
発
表
の
レ
ジ
ュ

メ
を
送
付
す
る
と
、
全
て
の
発
表
者
の
レ
ジ
ュ
メ
が
ま
と
め
て
返
送
さ
れ

て
く
る
（
ワ
ー
ド
版
か
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
）
。
こ
れ
が
発
表
者
資
料
配
付
と
な
る
。

や
り
と
り
は
全
て
メ
ー
ル
、
資
料
も
全
て
電
子
化
で
、
当
日
配
布
の
「
開

会
式
次
第
」
だ
け
が
、
紙
媒
体
で
あ
っ
た
（
10
）
。
参
加
者
は
Ｐ
Ｃ
等
を
持
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参
し
、
電
子
化
さ
れ
た
資
料
を
、
画
面
で
読
む
こ
と
に
な
る
。

　

参
加
日
程
に
つ
い
て
は
、
「
入
国
予
定
日
、
場
所
」
「
出
国
予
定
日
、
場

所
」
「
参
加
す
る
メ
ニ
ュ
ー
」
「
宿
泊
日
」
な
ど
の
調
査
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
に
対
応
す
る
措
置
が
取
ら
れ
た
。

　

前
日
北
京
に
い
て
、
そ
こ
か
ら
五
台
山
に
行
く
予
定
の
も
の
は
、
当
日

朝
に
、
新
世
紀
日
航
ホ
テ
ル
の
ロ
ビ
ー
に
集
合
し
、
貸
し
切
り
バ
ス
で
五

台
山
へ
向
か
う
こ
と
に
な
っ
た
。
稿
者
も
こ
れ
を
選
択
し
た
。

　

こ
の
間
、
北
京
大
学
の
王
頌
先
生
が
、
日
本
人
発
表
者
担
当
と
し
て
日

本
語
の
電
子
メ
ー
ル
の
相
手
と
な
っ
て
く
れ
た
が
、
全
て
の
連
絡
が
メ
ー

ル
で
あ
り
、
ま
っ
た
く
一
面
識
も
な
く
、
直
接
言
葉
も
交
わ
し
た
こ
と
の

な
い
人
々
と
、
現
地
で
集
合
す
る
と
い
う
こ
と
と
な
っ
た
。

一
日
目
は
移
動
日
。
午
後
の
便
で
羽
田
を
発
ち
、
北
京
へ
。
機
内
で
「
重

源
」
に
関
す
る
日
本
語
の
本
を
読
ん
で
い
る
西
洋
人
と
隣
り
合
わ
せ
に
な

る
。
そ
の
時
は
声
は
掛
け
な
か
っ
た
が
、
の
ち
に
参
加
者
で
あ
る
こ
と
が

判
明
。
新
世
紀
日
航
ホ
テ
ル
に
泊
。

二
日
目
は
移
動
と
学
会
の
開
会
式
参
加
。
朝
ロ
ビ
ー
に
行
く
と
、
そ
れ
ら

し
い
人
が
集
ま
っ
て
い
る
。
近
づ
く
と
、
王
頌
先
生
が
確
認
し
て
く
れ
、

無
事
合
流
。

　

午
前
九
時
、
35
人
乗
り
の
や
や
小
型
の
バ
ス
で
、
小
雨
の
中
を
出
発
。

到
着
予
定
が
、
大
会
開
始
の
午
後
三
時
ぎ
り
ぎ
り
と
い
う
こ
と
で
、
昼
食

は
途
中
の
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
で
、
各
自
で
菓
子
パ
ン
を
買
っ
て
す
ま
せ
る
。

高
速
道
路
な
の
で
、
起
伏
は
な
だ
ら
か
で
は
あ
っ
た
が
、
円
仁
や
徐
霞
客

が
た
ど
っ
た
、
昔
な
が
ら
の
①
の
道
を
た
ど
り
入
台
。

　

大
会
会
場
の
竹
林
寺
は
、
麓
の
台
懐
鎮
か
ら
中
台
へ
登
る
途
中
に
位
置

す
る
。
や
は
り
ぎ
り
ぎ
り
の
到
着
で
、
す
ぐ
に
セ
レ
モ
ニ
ー
が
始
ま
る
。

政
治
家
や
仏
教
界
の
お
偉
い
さ
ん
が
延
々
と
ス
ピ
ー
チ
、
最
後
に
主
た
る

研
究
者
二
人
の
基
調
講
演
が
あ
っ
た
。

　

終
了
後
バ
ス
で
ホ
テ
ル
へ
行
き
、
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
（
お
寺
主
催
な

の
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
抜
き
）
。
五
台
山
に
お
け
る
宿
泊
施
設
は
、
台
懐
鎮

か
ら
五
台
県
へ
向
か
う
メ
イ
ン
ル
ー
ト
と
、
西
か
ら
来
る
道
と
が
合
流
す

る
、
三
叉
路
あ
た
り
に
集
中
す
る
。
三
叉
路
か
ら
西
に
、
竹
林
寺
方
面
に

伸
び
る
道
は
、
川
沿
い
で
、
Ｖ
字
谷
の
底
を
走
る
。
そ
の
あ
た
り
を
大
車

溝
村
と
い
う
。
前
回
宿
泊
の
五
峰
賓
館
も
こ
の
地
だ
っ
た
が
、
今
回
の
宿

舎
で
あ
る
錦
綉
山
荘
も
同
じ
並
び
の
ひ
と
つ
だ
っ
た
。
五
台
山
で
の
宿
泊

は
、
す
べ
て
錦
綉
山
荘
。

三
日
目
は
、
五
台
山
内
の
巡
検
。
と
て
も
寒
い
。
気
温
は
二
○
度
ほ
ど
だ

が
、
冷
た
い
雨
が
降
り
体
感
温
度
は
か
な
り
低
い
。
下
着
を
洗
濯
し
た
と

こ
ろ
結
局
全
く
乾
か
な
か
っ
た
。
前
回
訪
問
時
は
八
月
下
旬
で
、
さ
わ
や

か
な
天
候
だ
っ
た
が
、
今
回
は
、
も
し
も
の
た
め
に
持
参
し
た
セ
ー
タ
ー

が
大
正
解
だ
っ
た
。

　

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
二
台
に
分
乗
し
出
発
す
る
が
、
ど
こ
に
行
く
の
か
ま
っ

た
く
知
ら
さ
れ
ず
。
王
頌
先
生
に
聞
い
て
も
「
竹
林
寺
が
担
当
し
て
い
る

の
で
分
か
ら
な
い
」
と
。
竹
林
寺
の
麓
を
通
り
過
ぎ
、
落
石
の
あ
と
を
よ

け
な
が
ら
進
み
、
金
閣
寺
へ
（
写
真
25
）
。

　

現
在
五
台
山
内
は
、
景
区
と
し
て
は
十
に
分
け
ら
れ
る
（
図
５
）
。
金

閣
寺
は
、
西
南
部
の
清
涼
寺
を
中
心
と
す
る
清
涼
景
区
に
あ
る
。
こ
こ
は

前
回
訪
ね
た
と
こ
ろ
で
、
小
山
の
上
に
位
置
す
る
。
唐
代
の
創
建
と
伝
え
、

皇
帝
が
黄
金
を
塗
っ
た
瓦
を
使
用
さ
せ
た
と
こ
ろ
か
ら
「
金
閣
」
の
名
が

あ
る
。
十
年
前
と
建
物
は
変
わ
ら
な
い
が
、
樹
木
の
生
長
が
著
し
い
。

　

こ
こ
は
、
唐
代
に
日
本
人
僧
侶
霊
仙
が
修
行
を
し
た
寺
院
で
あ
る
。
彼
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は
こ
の
お
寺
で
死
去
し
た
の
だ
が
、
「
三
蔵
と
称
さ
れ
た
霊
仙
を
嫉
妬
し

た
中
国
人
僧
侶
に
よ
っ
て
毒
殺
さ
れ
た
」
と
い
う
の
が
、
日
本
で
の
定
説

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
「
毒
殺
で
は
な
い
」
と
す
る
中
国
人
研
究
者
が
こ

れ
に
猛
反
発
し
、
大
論
争
・
大
げ
ん
か
に
な
っ
た
と
い
う
。
寺
域
内
に
は

日
本
人
が
拠
金
し
て
建
て
ら
れ
た
霊
仙
の
石
碑
が
あ
り
、
前
回
は
中
国
人

ガ
イ
ド
の
案
内
で
見
学
し
た
の
だ
が
、
今
回
訪
れ
た
と
こ
ろ
、
看
板
の
ガ

イ
ド
マ
ッ
プ
に
も
石
碑
の
記
載
は
な
く
、
結
局
見
学
し
な
か
っ
た
。

　

一
旦
三
叉
路
に
戻
る
。
雨
足
が
強
く
、
車
が
高
い
と
こ
ろ
へ
上
れ
な
い

の
で
行
き
先
変
更
、
と
な
り
、
鎮
海
寺
へ
。
こ
こ
は
台
懐
鎮
に
連
続
す
る

や
や
南
の
エ
リ
ア
で
あ
る
懐
南
景
区
に
あ
る
。
こ
の
寺
も
、
小
さ
な
岡
の

上
に
建
つ
。

　

伝
承
に
よ
れ
ば
、
こ
の
山
の
麓
に
、
海
に
通
じ
る
「
海
眼
」
と
い
う
穴

が
あ
り
、
北
海
龍
王
が
そ
こ
か
ら
水
を
噴
き
出
さ
せ
て
、
五
台
山
を
水
浸

し
に
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
文
殊
菩
薩
が
文
珠
寺
に
あ
っ
た
大
き

な
銅
鍋
で
海
眼
を
叩
い
た
と
こ
ろ
、
浸
水
は
止
ま
っ
た
。
そ
こ
で
僧
侶
た

ち
が
銅
鍋
の
上
に
「
鎮
海
塔
」
と
い
う
塔
を
建
て
、
さ
ら
に
明
代
に
な
っ

て
鎮
海
寺
が
建
て
ら
れ
た
、
と
い
う
。

　

現
在
は
、
乾
隆
年
間
建
築
の
、
高
さ
九
㍍
の
美
し
い
塔
が
聳
え
る
（
写

真
27
）
。
「
章
嘉
活
佛
舎
利
塔
」
と
い
い
、
三
代
目
章
嘉
の
舎
利
塔
で
あ
る
。

章
嘉
は
仏
弟
子
の
ひ
と
り
と
さ
れ
、
そ
の
第
十
三
世
の
子
孫
が
、
初
代
章

嘉
の
チ
ベ
ッ
ト
僧
、
哲
巴
鄂
色
爾
。
彼
は
清
朝
の
康
煕
帝
の
厚
い
信
望
を

得
、
清
朝
お
抱
え
の
僧
侶
と
な
っ
た
。
二
代
目
章
嘉
の
阿
班
羅
桑
曲
殿
は

雍
正
帝
に
招
か
れ
、
三
代
目
の
業
西
丹
畢
蓉
梅
・
若
必
多
吉
は
乾
隆
帝
に

尊
崇
さ
れ
た
。
そ
の
没
後
に
こ
の
塔
が
建
て
ら
れ
、
肉
親
舎
利
が
祭
ら
れ

た
。

　

塔
は
三
層
構
造
を
な
し
て
お
り
、
下
層
は
八
面
体
。
八
つ
の
角
に
金
剛

力
士
が
配
さ
れ
、
八
面
は
釈
迦
の
生
涯
を
描
い
た
レ
リ
ー
フ
が
並
ぶ
。
中

層
は
上
に
広
が
る
円
錐
形
。
正
面
に
、
過
去
・
現
在
・
未
来
の
釈
迦
三
世

仏
が
置
か
れ
、
八
大
菩
薩
の
像
が
ぐ
る
り
と
取
り
巻
く
。
上
層
は
幾
段
か

ら
な
る
円
筒
形
で
、
上
部
は
黄
金
で
塗
ら
れ
て
い
る
。

　

ホ
テ
ル
に
戻
っ
て
昼
食
。
午
後
は
や
や
小
雨
と
な
り
、
午
前
予
定
し
て

い
た
南
山
寺
に
上
る
。
こ
こ
も
懐
南
景
区
に
あ
り
、
鎮
海
寺
と
は
清
水
河

を
隔
て
た
対
岸
に
位
置
す
る
。
元
の
至
元
五
年
（
一
二
六
九
）
の
石
碑
が

残
り
、
元
代
の
創
建
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
る
。
も
と
は
大
万
聖
佑
国
寺
と
称

し
た
。
山
肌
を
七
層
の
建
築
物
が
重
な
る
よ
う
に
並
ん
で
お
り
、
元
々
は

上
三
層
を
佑
国
寺
、
下
三
層
を
極
楽
寺
、
中
間
の
一
層
を
善
徳
堂
と
い

い
、
別
々
の
寺
院
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
総
称
し
て
南
山
寺
と
称
す
る
よ
う

に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
各
層
ご
と
に
石
彫
芸
術
や
壁
画
な
ど
、
宝
物
と

呼
び
う
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
こ
の
寺
院
で
す
ば
ら
し
い
の
は
そ

こ
か
ら
見
え
る
眺
望
で
あ
る
。

　

七
層
を
上
が
る
た
び
に
、
眺
望
が
開
け
て
い
く
が
、
最
上
層
か
ら
は
、

ま
さ
に
絶
景
で
あ
る
（
写
真
28
）
。
右
手
に
は
遥
か
に
台
懐
鎮
菩
薩
頂
が

見
え
、
そ
の
手
前
に
清
水
河
沿
い
の
な
だ
ら
か
な
Ｕ
字
谷
が
伸
び
る
。
正

面
に
は
大
車
溝
な
ど
の
幾
筋
も
の
谷
が
手
前
へ
伸
び
、
そ
れ
ら
を
は
さ
む

幾
筋
も
の
山
脈
が
、
や
は
り
手
前
に
伸
び
て
く
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。

風
水
説
に
は
、
大
地
に
は
「
気
」
が
流
れ
て
お
り
、
そ
の
筋
目
を
「
地
脈
」「
龍

脈
」
と
す
る
考
え
が
あ
る
。
南
山
寺
に
向
か
っ
て
伸
び
る
尾
根
は
、
ま
さ

に
躍
動
す
る
龍
脈
を
思
わ
せ
る
迫
力
が
あ
る
。

　

山
麓
に
戻
り
、
台
懐
鎮
の
方
を
眺
め
て
い
る
と
、
微
か
な
霧
が
谷
沿
い

に
漂
っ
て
き
た
（
写
真
29
）
。
雁
蕩
山
の
陽
光
に
照
ら
さ
れ
た
み
ど
り
豊
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か
な
谷
と
は
異
な
る
が
、「
水
」
の
「
気
」
が
漂
い
、
充
満
す
る
こ
の
谷
も
、

「
谷
神
不
死
」
の
語
を
想
起
さ
せ
た
。

　

最
後
は
普
寿
寺
。
台
懐
鎮
寺
院
群
の
最
北
に
位
置
す
る
。
金
代
の
創
建

と
伝
え
、
も
と
は
ラ
マ
教
寺
院
で
あ
っ
た
。
改
革
開
放
後
、
五
台
山
仏
教

協
会
の
所
有
と
な
り
、
尼
衆
仏
学
院
と
い
う
尼
僧
の
学
校
と
な
っ
た
。
巨

大
な
建
築
物
が
建
ち
並
ぶ
。
そ
の
ひ
と
つ
に
は
、
中
国
各
地
の
塔
の
ミ
ニ

チ
ュ
ア
レ
リ
ー
フ
が
、
高
い
壁
面
い
っ
ぱ
い
に
飾
ら
れ
て
い
る
。
「
華
厳

世
界
」
を
表
現
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
中
学
生
の
グ
ル
ー
プ
が
体
験
修

行
を
し
て
い
た
。
法
堂
で
は
、
在
籍
す
る
八
百
人
を
超
え
る
尼
僧
が
一
堂

に
会
し
、
法
要
を
営
ん
で
い
た
。

　

こ
の
日
の
巡
検
で
は
、
結
局
以
上
の
四
寺
を
訪
ね
る
に
止
ま
り
、
台
懐

鎮
最
古
の
寺
院
で
あ
る
顕
通
寺
に
も
、
五
台
山
山
頂
の
寺
院
に
も
行
か
な

か
っ
た
。
山
頂
寺
院
は
時
間
の
関
係
で
難
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
顕
通

寺
な
ど
は
、
昨
年
開
か
れ
た
第
一
回
大
会
で
既
に
巡
検
を
す
ま
せ
た
の
で
、

本
年
は
パ
ス
し
た
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

四
日
目
は
研
究
発
表
初
日
。
朝
は
雨
が
上
が
っ
て
い
た
が
、
や
が
て
土
砂

降
り
と
強
風
が
繰
り
返
さ
れ
、
肌
寒
さ
は
変
わ
ら
ず
。

　

発
表
に
あ
た
っ
て
ペ
ー
パ
ー
は
ま
っ
た
く
配
ら
れ
ず
。
事
前
配
付
の
電

子
デ
ー
タ
と
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
画
像
と
に
よ
り
発
表
す
る
。

　

発
表
者
は
、
10
ヶ
国
か
ら
35
人
。
７
つ
の
小
テ
ー
マ
毎
に
、
４
～
６
名

が
連
続
し
て
一
五
分
ず
つ
発
表
。
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
が
質
問
や
意
見
を
加

え
、
フ
ロ
ア
ー
か
ら
も
や
り
と
り
す
る
と
い
う
形
式
で
あ
っ
た
。
中
国
語

と
英
語
の
同
時
通
訳
が
つ
き
、
薄
井
に
は
、
日
本
語
を
中
国
語
に
訳
し
て

く
れ
る
通
訳
が
つ
い
て
く
れ
た
。

五
日
目
は
研
究
発
表
二
日
目
。
晴
れ
、
お
だ
や
か
な
気
候
と
な
る
。
自
主

的
に
昼
休
み
を
長
め
に
と
り
、
竹
林
寺
及
び
そ
の
周
辺
を
散
策
し
た
。

　

竹
林
寺
は
九
龍
崗
景
区
に
あ
る
。
中
台
を
背
負
う
立
地
で
、
前
面
は
深

い
谷
に
望
む
（
写
真
30
）
。
唐
代
に
は
存
在
し
て
お
り
、
円
仁
が
訪
問
、

滯
在
し
て
い
る
。
弘
治
四
年
（
一
四
九
一
）
建
立
の
、
釈
迦
牟
尼
舎
利
塔

が
、
現
存
す
る
最
古
の
建
造
物
で
あ
る
。
前
回
訪
問
時
は
、
大
雄
宝
殿
と

慈
覺
大
師
堂
程
度
し
か
建
物
が
無
く
、
し
か
も
荒
れ
果
て
て
お
り
、
よ
う

や
く
修
復
に
着
手
し
て
い
る
と
い
う
様
子
だ
っ
た
。
そ
れ
が
今
回
は
、
美

し
く
巨
大
な
伽
藍
が
立
ち
並
ぶ
大
寺
院
と
な
っ
て
い
た
。
周
囲
に
は
、
竹

林
寺
に
お
参
り
す
る
人
の
た
め
の
宿
泊
施
設
も
あ
り
、
門
前
町
を
形
成
し

て
い
る
。

　

夜
の
送
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
（
ア
ル
コ
ー
ル
抜
き
）
で
、
忻
州
師
範
大
学

の
陳
龍
教
授
と
、
「
清
涼
三
伝
」
の
翻
訳
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

五
日
目
は
移
動
日
（
11
）
。
前
日
の
夜
、
太
原
ま
で
の
ガ
イ
ド
が
ホ
テ
ル
に

来
て
、
「
太
原
は
大
雨
で
道
路
が
冠
水
し
て
お
り
、
道
路
状
況
が
悪
い
。

早
め
に
出
発
し
た
方
が
よ
い
」
と
の
こ
と
で
、
朝
の
六
時
出
発
と
な
る
。

し
か
し
、
結
局
こ
の
日
は
晴
れ
て
、
渋
滞
や
交
通
規
制
も
な
く
、
九
時
に

は
太
原
駅
に
到
着
。
駅
で
朝
食
を
採
る
。
太
原
は
快
晴
で
、
暑
い
く
ら
い

で
あ
っ
た
。

　

高
速
鉄
道
で
、
「
太
原
―
北
京
間
」
は
、
三
時
間
。
黄
土
高
原
の
太
原

か
ら
太
行
山
脈
を
下
っ
て
平
野
へ
出
る
道
を
た
ど
っ
た
の
で
、
車
窓
か
ら

は
、
侵
蝕
さ
れ
た
溝
や
段
丘
の
よ
う
な
黄
土
地
貌
が
よ
く
観
察
さ
れ
た
。

北
京
で
再
び
新
世
紀
日
航
飯
店
に
泊
。
五
台
山
が
寒
く
北
京
が
暑
い
と
い

う
急
激
な
温
度
差
や
、
冷
た
い
も
の
の
飲
み
過
ぎ
で
、
夜
中
に
ひ
ど
い
下

痢
を
し
て
し
ま
う
。

六
日
目
も
移
動
日
。
朝
食
も
採
ら
ず
、
ふ
わ
ふ
わ
し
た
気
分
の
ま
ま
、
空



― 103 ―

港
へ
。
昼
食
は
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
少
し
な
め
る
だ
け
に
し
た
。

　

（
五
）
ま
と
め

　

国
際
学
会
で
の
発
表
は
二
度
目
で
、
し
か
も
ま
っ
た
く
面
識
の
無
い

人
々
と
の
交
わ
り
と
い
う
こ
と
で
、
た
い
そ
う
緊
張
も
し
、
戸
惑
い
も
あ
っ

た
。
し
か
し
、
結
果
的
に
は
多
く
の
成
果
を
得
ら
れ
、
研
究
の
幅
を
広
げ

る
き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
。

　

五
台
山
に
つ
い
て
い
え
ば
、
訪
問
先
は
「
お
ま
か
せ
」
で
、
こ
ち
ら
の

選
択
の
余
地
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
な
り
に
成
果
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。

寺
院
が
栄
え
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
他
の
場
所
で
も
見
て
き
た
こ
と

だ
が
、
改
め
て
、
既
成
宗
教
団
体
の
隆
盛
ぶ
り
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
南

山
寺
か
ら
の
眺
望
で
、
龍
脈
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
大
き
か
っ

た
。
五
台
山
か
ら
太
原
へ
行
く
車
窓
か
ら
山
々
を
眺
め
る
と
、
「
下
か
ら

上
へ
の
気
の
流
れ
」
や
、
「
横
に
流
れ
る
地
脈
」
な
ど
が
見
え
て
き
た
。

前
回
も
同
じ
山
を
見
て
い
る
は
ず
だ
が
、
そ
の
時
は
「
気
」
や
「
脈
」
に

つ
い
て
は
ま
っ
た
く
感
じ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
が
ら
は
、「
そ

う
思
っ
て
見
る
」
の
で
な
け
れ
ば
、
見
え
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

注
（
１
）
前
稿
「
そ
の
一
」
（
本
誌
十
一
号
、
二
○
○
七
年
）
で
は
天
台
山
・

廬
山
訪
問
を
、
「
そ
の
二
」
（
同
十
二
号
、
二
○
○
九
年
）
で
は
五
台
山
・

王
屋
山
訪
問
を
、
「
そ
の
三
」
（
同
十
三
号
、
二
○
一
○
年
）
で
は
南
岳
衡

山
・
茅
山
訪
問
を
、
「
そ
の
四
」
（
同
十
五
号
、
二
○
一
二
年
）
で
は
中
岳

嵩
山
・
金
華
山
訪
問
を
、
「
そ
の
五
」
（
同
十
六
号
、
二
○
一
三
年
）
で
は

武
夷
山
・
龍
虎
山
・
佘
山
・
武
功
山
・
江
陰
馬
鎮
訪
問
を
、
「
そ
の
六
」
（
同

第
十
七
・
十
八
合
併
号
）
で
は
武
当
山
・
桂
林
・
九
嶷
山
訪
問
と
江
陰
馬

鎮
再
訪
を
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
た
。

（
２
）
近
年
は
中
越
間
の
政
治
的
関
係
の
問
題
も
あ
り
、
不
穏
な
雰
囲
気

に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
実
は
、
二
○
一
四
年
に
、
広
西
南
部
訪
問
を
予
定

し
て
い
た
の
だ
が
、
政
治
情
勢
悪
化
の
た
め
に
断
念
し
、
九
疑
山
に
変
更

し
た
経
緯
が
あ
っ
た
。
今
回
は
、
何
ひ
と
つ
問
題
は
な
か
っ
た
。

（
３
）
こ
う
し
た
遺
跡
の
破
壊
は
、
公
園
化
さ
れ
整
備
さ
れ
て
い
な
い
場

合
は
ど
こ
で
も
起
こ
る
。
か
つ
て
訪
ね
た
桂
林
東
方
の
興
安
の
乳
洞
岩
も
、

い
た
ず
ら
書
き
な
ど
文
化
財
破
壊
が
行
わ
れ
て
い
た
。

（
４
）
「
夢
渓
筆
談
」
巻
二
四
・
雑
志
。
沈
括
は
ま
た
、
別
の
場
所
（
太
行

山
脈
）
で
、
山
の
中
で
貝
殻
の
化
石
を
見
て
、
か
つ
て
は
こ
こ
は
海
で
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
と
い
う
見
解
も
示
し
て
い
る
。

（
５
）
こ
の
年
（
二
○
一
五
）
、
大
学
で
「
書
論
及
び
鑑
賞
」
の
授
業
を
担

当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
前
期
は
大
橋
修
一
先
生
で
、
後
期
が
小
生
）
。

そ
こ
で
中
国
絵
画
を
取
り
上
げ
よ
う
と
考
え
、
準
備
を
進
め
て
い
た
が
、

山
水
画
と
気
と
の
関
わ
り
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
そ
こ
で
絵

画
論
・
山
水
画
論
と
の
関
わ
り
か
ら
も
、
岩
山
で
あ
る
雁
蕩
山
に
注
目
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
６
）
前
掲
注
１
。

（
７
）
ま
っ
た
く
面
識
の
無
い
方
か
ら
の
依
頼
で
あ
り
、
仏
教
学
の
研
究

も
五
台
山
に
関
す
る
研
究
も
発
表
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
稿
者
が
、
何

故
に
発
表
者
に
選
ば
れ
た
の
か
は
、
未
だ
に
分
か
ら
な
い
。
あ
る
い
は
稿

者
の
著
書
（
博
士
論
文
）
で
あ
る
『
天
台
山
記
の
研
究
』
が
目
に
と
ま
り
、

山
嶽
と
仏
教
（
宗
教
）
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
何
か
話
せ
る
だ
ろ
う
、
と

さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
後
の
情
報
に
よ
れ
ば
、
仏
教
に
関
わ
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る
国
際
学
会
を
開
催
す
る
場
合
、
中
国
と
欧
米
の
他
に
、
韓
国
と
日
本
の

発
表
者
は
欠
か
せ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
ら
し
い
。
幾
人
か
打
診
し
て
断
ら

れ
、
稿
者
に
お
鉢
が
ま
わ
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。

（
８
）
こ
の
後
半
の
巡
検
に
つ
い
て
は
、
五
台
山
の
北
部
を
廻
る
ら
し
い

こ
と
、
二
日
目
は
大
同
の
雲
崗
石
窟
を
見
学
し
、
大
同
で
解
散
す
る
こ
と

く
ら
い
し
か
知
ら
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ど
こ
を
ど
う
見
学
す
る
の
か
、
ど
の

ル
ー
ト
を
取
る
の
か
も
不
明
で
あ
っ
た
。
実
は
五
台
山
を
出
入
り
す
る
②

の
ル
ー
ト
を
た
ど
る
も
の
で
あ
り
、
徐
霞
客
が
た
ど
っ
た
道
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
点
で
は
、
巡
検
を
パ
ス
し
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ
る
。

（
９
）
学
会
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
の
で
、
本
稿

で
は
概
略
に
留
め
る
。
主
に
探
索
し
た
五
台
山
に
つ
い
て
述
べ
る
。

（
10
）
当
日
お
偉
い
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
が
多
く
あ
っ
た
が
、
出
席
者
の
確

定
な
ど
で
、
こ
の
資
料
の
み
当
日
紙
媒
体
配
布
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

（
11
）
五
台
山
か
ら
北
京
へ
の
復
路
は
、
ア
「
北
京
ま
で
車
」
、
イ
「
太
原

ま
で
車
、
そ
こ
か
ら
航
空
機
」
、
ウ
「
太
原
ま
で
車
、
そ
こ
か
ら
鉄
道
」

の
選
択
肢
が
あ
っ
た
。
当
初
は
ア
を
希
望
し
て
い
た
が
、
往
路
で
こ
の
ル
ー

ト
を
取
る
こ
と
と
が
分
か
っ
た
の
で
、
最
も
安
価
な
ウ
と
し
た
。

●
広
西
南
部
・
雁
蕩
山
・
五
台
山
関
連
和
文
資
料

・
都
嶠
山
と
勾
漏
洞
に
つ
い
て
は
、
奈
良
行
博
『
道
教
聖
地　

中
国
大
陸

踏
査
記
録
』
（
平
河
出
版
社
、
一
九
九
八
）
に
、
一
九
九
○
年
九
月
の
調

査
記
録
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
都
嶠
山
は
ほ
と
ん
ど
打

ち
捨
て
ら
れ
た
状
態
で
、
老
齢
の
女
性
道
士
二
人
と
民
間
の
守
り
人
が
い

る
だ
け
。
現
在
の
整
備
ぶ
り
、
施
設
の
充
実
ぶ
り
が
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど

で
あ
る
。
こ
れ
以
外
に
、
広
西
南
部
の
名
勝
を
記
す
資
料
は
な
い
。

・
雁
蕩
山
に
つ
い
て
も
、
和
文
の
資
料
は
な
い
。

・
五
台
山
に
つ
い
て
は
、
た
く
さ
ん
の
研
究
書
や
写
真
集
、
訪
問
記
な
ど

が
あ
る
。
戦
前
の
も
の
と
し
て
、
小
野
勝
年
・
日
比
野
丈
夫
『
五
臺
山
』

（
座
右
寶
刊
行
会
、
一
九
四
二
。
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
九
五
）
が
あ

り
、
竹
林
寺
に
つ
い
て
は
、
斎
藤
忠
『
中
国
五
台
山
竹
林
寺
の
研
究
』
（
第

一
書
房
、
一
九
九
八
）
が
あ
る
。

●
図
版

　

図
１　

全
体
位
置
図
：
グ
ー
グ
ル
ア
ー
ス
よ
り

　

図
２　

広
西
南
部
位
置
図
：
グ
ー
グ
ル
ア
ー
ス
よ
り

　

図
３　

雁
蕩
山
内
位
置
図
：
グ
ー
グ
ル
ア
ー
ス
よ
り

　

図
４　

 

五
台
山
風
景
名
勝
区
位
置
及
交
通
：
『
五
台
山
志
』
（
山
西
人

民
出
版
社
、
二
○
○
三
）
よ
り

　

図
５　

五
台
山
景
区
分
布
：
同
前
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写
真
１　

都
嶠
山
遠
景

写
真
２　

Ｖ
字
谷

写
真
３　

慶
寿
岩
禅
寺
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写
真
４　

勾
漏
洞
周
辺

写
真
５　

勾
漏
洞
内

写
真
６　

水
月
岩
周
辺
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写
真
７　

水
月
岩
の
祠

写
真
８　

水
月
岩
洞
口

写
真
９　

水
月
岩
内
部
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写
真
10　

左
江
石
林

写
真
11　

揚
美
古
鎮
孔
子
廟

写
真
12　

広
西
南
部
の
路
面
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写
真
13　

雁
蕩
山
大
龍
湫
景
区

写
真
14　

大
龍
湫
、
内
か
ら

写
真
15　

霊
峯
観
音
洞
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写
真
16　

観
音
洞
観
音
閣

写
真
17　

朝
陽
洞

写
真
18　

双
珠
谷
の
上
昇
す
る
か
の
ご
と
き
岩
山
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写
真
19　

霊
岩
寺
と
展
旗
峯

写
真
20　

小
龍
湫

写
真
21　

水
廉
洞
、
洞
内
か
ら
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写
真
22　

維
摩
洞

写
真
23　

顕
勝
門

写
真
24　

Ｕ
字
谷
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写
真
25　

南
閣
街
牌
楼

写
真
26　

五
台
山
金
閣
寺

写
真
27　

鎮
海
寺
舎
利
塔
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写
真
28　

南
山
寺
か
ら
の
展
望

写
真
29　

Ｕ
字
谷
に
た
だ
よ
う
気

写
真
30　

竹
林
寺
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図 1
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図 2
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図 3
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図 4



― 119 ―

図 5


